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１． 背景と目的 
 静岡県伊豆市にある脱化学物質コミュニティー

あいあい姫之湯は化学物質過敏症患者のための転

地療養施設である。化学物質をできるだけ減らし

た環境での転地療養により化学物質を主な原因と

した症状の軽減を目指している。化学物質濃度を

低減させるために建材などへの化学物質の使用・

汚染を可能な限り避け、風通しが良い、在来工法

による木造アパートとなっている。 
 本研究はこの施設の化学物質濃度がどの程度で

あるのか、また転地療養される患者の快復との関

係はどうなっているのかを、新築時から継続的に

調べることを目的としているが、本稿では、ベー

スライン調査として竣工直後、かつ入居前に行っ

たアルデヒド類、VOC類の濃度測定結果を報告す
る。 
 なお脱化学物質コミュニティーあいあい姫之湯
の詳細や研究の全体像については「伊豆脱化学物

質コミュニティー１．紹介と研究概要」を参照い

ただきたい。 
  
２． 方法 
２．１ サンプリング 
 2004年 6月 26日から一人用 4部屋、2004年 7
月 10日から家族用 2部屋のアルデヒド類、VOC
類の濃度測定および温湿度測定を行った。 
 

２．３ 温湿度測定 
ONSET社製のHOBOおよびHOBO Pro Series
を用いて温湿度測定を行った。 
 
２．４ サンプリング方法 
１）アルデヒド類 
濃度測定前に建物を24時間閉めきった。Waters
社製アルデヒドサンプラーである Sep-Pak 
XpoSureの先端にオゾンスクラバーをつけ、SKC
社製の Air Check2000を用いて流量約 2 L/minで
30分間のアクティブサンプリングおよび SKC社
製の Pocket Pumpを用いて流量約 0.08 L/minで
24 時間のアクティブサンプリングをおこなった。
その後、建物の閉め切りには制約を求めず 1週間
のパッシブサンプリング行った。 

 
２）VOC類 
アクティブサンプリングでは SKC 社製

Anasorb CSCを、パッシブサンプリングでは柴田
科学社製 Passive gas tubeを用いた。 
 濃度測定前に建物を 24時間閉めきり、SKC社
製の Air Check2000を用いて流量約 1.8 L/minで
30 分間のアクティブサンプリング、SKC 社製の
Pocket Pumpを用いて流量約 0.08 L/min 24時間
のアクティブサンプリングを行った。 
その後、建物の閉め切りには制約を求めず 1週
間のパッシブサンプリング行った。 
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表２ 30分間および 1週間サンプリングのホルムアルデヒド濃度 

表１ サンプリング時の平均温湿度 
 6月 26日～ 7月 10日～ 

サンプリング時間 30分 24時間 1週間 30分 24時間 1週間 
平均温度（℃） 27 24 24 29 26 26 
平均相対湿度（％） 70 80以上 80以上 70 75 73 

 一人用 家族用 
濃度（ppb） １号室 2号室 3号室 4号室 屋外 1号室 4号室 屋外 

30 min sampling 6.3 4.6 3.2 3.8 2.0 2.5 4.4 2.6 
1 week sampling 6.6 7.5 6.9 5.9 N.D.<  

                    定量下限値：0.65 ppb (30分サンプリング)、2.6 ppb(1週間サンプリング) 

検出下限値：0.19 ppb (30分サンプリング)、0.77 ppb(1週間サンプリング)

２．５ 分析方法 
１）アルデヒド類 
アセトニトリルで抽出し、HPLC(HP1100 HP
社製)を用いて分析した。標準物質は Supelco社製  
Mix標準液（15種）を使用した。 
 
２）VOC類 
二硫化炭素で抽出し、 GC/MS(GC6890、

MS5973 HP 社製)を用いて分析した。標準物質
は関東化学社製 VOCs 混合標準液（45 種）を使
用した。 
 
３． 結果と考察 
３．１ 温湿度測定結果 

30 分、24 時間、1 週間サンプリング時の平均
温湿度を表１に示す。 

 
３．２ アルデヒド類濃度測定結果  
ホルムアルデヒド濃度 
30 分アクティブサンプリングおよび 1 週間の
パッシブサンプリング結果を表２に示す。どちら

も、またいずれの場所の濃度も 7.5 ppb以下であ
った。 

24時間サンプリングでは、高い湿度の影響によ
りオゾンスクラバー中のヨウ化カリウムが溶解し、

サンプラー内に流れ込んだ。これにより正確に吸

引することができなくなり、濃度を求めることが

出来なかった。 

３．３ VOC類 
30分、24時間のアクティブサンプリング、1 
週間のパッシブサンプリング全てにおいて、いわ

ゆる室内空気汚染物質として測定される VOC 類
はすべて検出下限値以下であった。 
（トルエンの検出下限値は 0.52 µg/m3(30分サン
プリング)、0.24 µg/m3 (24hサンプリング)、0.08 
µg/m3（1週間パッシブサンプリング）。） 
しかし、建材として使用された杉由来の成分と

考えられる物質は検出された（標準物質がないた

め、定量不可能）。 
 
４． まとめ 
今回のサンプリング結果から、この施設の化学 
物質濃度が低いことが分かった。今後も追跡調査

を続け、季節による濃度変化や居住者の持込物に

よる濃度変化を調べていく。さらには室内および

周辺環境と、入居患者の健康面の変化との関係も

調べていく予定である。 
 
 
 
 
 


